














先天異常モニタリングの目標を大別すると突然変異原と催奇形原になるが,それぞれの指

標として国際的にも広く用いられているのは,表 1のごとく,突然変異原については染色体

異常症,各種優性遺伝病および各種血液蛋白の構造変異種などが,催奇形原については各種

外表奇形群である。したがって,われわれが研究テーマとして取り上げたヘモグロビン(Hb)

変異種は,班計画のなかでは突然変異原モニタリングの指標として位置づけられる。 

研究計画のあらましは昨年度報告書に述べたごとくで,Hb 変異種のマス・スクリーニング

と一次構造の解析を 2本の柱として取上げて試みが続けられている。 


